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上
博
楚
簡
『
中
弓
』
は
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
（
三
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
三
年
）
に
お
い
て

公
表
さ
れ
た
侠
書
で
、
「
釈
文
校
釈
」
は
李
朝
遠
氏
が
担
当
し
て
い

る
（
以
下
〈
李
釈
〉
と
略
記
）
。
〈
李
釈
〉
の
「
説
明
」
に
も
と
づ

き
、
書
誌
的
概
要
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
【
】
の

数
字
は
第
三
分
冊
『
中
弓
』
図
版
の
竹
簡
番
号
）
。

現
存
簡
は
二
十
八
簡
、
整
簡
は
三
簡
（
た
だ
し
【

8
】
は
三
つ

の
断
簡
を
綴
合
、
【
1
0
】
【
2
3
】
は
二
つ
の
断
簡
を
綴
合
）
、
他
の

二
十
五
簡
は
断
簡
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
附
簡
一
簡
が
あ
る
。
整

簡
の
全
長
は
四
十
七

cm
前
後
、
字
数
は
三
十
四

S
三
十
七
字
、
編

縄
は
上
・
中
・
下
三
編
。
【
1
6
】
背
面
に
篇
題
と
み
ら
れ
る
「
中
弓
」

の
二
字
が
あ
り
、
こ
の
冊
書
が
「
中
弓
」
と
い
う
篇
題
を
も
つ
著

序

言

中
国
研
究
集
刊
騰
号
（
総
3
6
号
）
平
成
十
六
年
十
二
月
一
五
四
ー
一
六
七
頁

上
博
楚
簡
『
中
弓
』

|
『
論
語
』
子
路
篇

に
お
け
る
説
話
の
変
容

「
仲
弓
総
季
氏
宰
」
章
と
の
比
較
を
中
心
に
ー

作
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
中
弓
』
の
竹
簡
は
大
部
分
が
断
簡
で
あ
り
、
全

体
と
し
て
か
な
り
の
映
失
が
存
在
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
完
全
な
る
復
原
は
不
可
能
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
内
容
の
把
握
も
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
た
だ
し
、

個
々
の
残
簡
か
ら
得
ら
れ
る
断
片
的
な
内
容
を
総
合
的
に
踏
ま
え

る
と
、
孔
子
と
弟
子
の
仲
弓
と
の
問
答
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
す
べ
て
政
治
に
関
す
る
も
の
と
推

測
さ
れ
、
主
題
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
か
ら
成
り
立

っ
て
い
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
注
目

す
べ
き
は
、
『
論
語
』
子
路
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
と
の
間
に
密

接
な
対
応
を
見
せ
る
一
群
の
残
簡
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
こ
の
対
応
部
分
を
中
心
に
『
論
語
』
と
の
比
較
分
析
を
試

み
、
『
中
弓
』
に
お
け
る
説
話
の
変
容
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て

福

田

哲

之

(154) 



み
た
い
。

な
お
『
中
弓
』
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
〈
李
釈
〉
発
表
後
、
「
簡

吊
研
究
」
網
姑
を
中
心
に
修
正
意
見
が
提
出
さ
れ
て
き
て
お
り
、

な
か
で
も
陳
剣
「
上
博
竹
書
《
仲
弓
》
篇
新
編
釈
文
（
稿
）
」
（
二

O

0
四
年
四
月
十
八
日
付
、
以
下
〈
陳
釈
〉
と
略
記
）
は
、
全
簡
に

わ
た
っ
て
再
検
討
を
加
え
、
残
簡
の
綴
合
や
釈
読
の
補
正
な
ど
従

う
べ
き
点
が
多
い
。
本
稿
に
掲
げ
る
釈
文
は
、
〈
李
釈
〉
〈
陳
釈
〉

を
も
と
に
私
見
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
引
用
の
便
宜

上
、
可
能
な
限
り
通
行
の
文
字
を
用
い
た
。

は
じ
め
に
『
論
語
』
子
路
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
と
復
原
し

た
『
中
弓
』
の
『
論
語
』
対
応
部
分
と
の
原
文
・
訓
読
を
示
す
。

な
お
『
中
弓
』
の
対
応
部
分
に
は
、
あ
わ
せ
て
現
代
語
訳
を
掲
げ

た。0
『
論
語
』
子
路
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章

•
仲
弓
為
季
氏
宰
、
問
政
。
子
日
、
先
有
司
、
赦
小
過
、
暴
賢

オ
。
日
、
焉
知
賢
才
而
暴
之
。
日
、
暴
爾
所
知
。
爾
所
不
知
、

人
其
舎
諸
゜

•
仲
弓
、
季
氏
の
宰
と
為
り
て
、
政
を
問
う
。

『
論
語
』
対
応
部
分
の
復
原

子
曰
く
、
有
司

を
先
に
し
、
小
過
を
赦
し
、
賢
オ
を
挙
げ
よ
。
日
く
、
焉
＜

ん
ぞ
賢
オ
を
知
り
て
之
を
挙
げ
ん
。
日
く
、
爾
の
知
る
所
を

挙
げ
よ
。
爾
の
知
ら
ざ
る
所
は
、
人
其
れ
諸
れ
を
舎
て
ん
や
。

0
『
中
弓
』
対
応
部
分
(
[
]
は
跛
失
字
）

•
仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
。
【
5

】
仲
尼
[
日
]
、
【
認
】
老

老
慈
幼
、
先
有
司
、
泉
賢
オ
、
宥
過
赦
罪
。
【

7
】
…
…
罪
、

政
之
始
也
。
仲
弓
日
、
若
夫
老
老
慈
幼
、
既
聞
命
突
。
夫
先

有
司
、
為
之
如
何
。
仲
尼
日
、
夫
民
安
薔
而
重
遷
【
8
】
…

…
□
有
成
。
是
故
有
司
不
可
不
先
也
。
仲
弓
日
、
苑
也
不
敏
、

雖
有
賢
オ
、
弗
知
拳
也
。
敢
問
、
翠
オ
【
9
】
如
之
何
。
仲

尼
[
日

r
夫
賢
オ
不
可
今
茫
也
o

泉
爾
所
知
o

爾
所
不
知
ヽ
人

其
舎
之
諸
。
仲
弓
日
、
宥
過
赦
罪
、
則
民
可
灸
【
1
0
】
…
…

[
仲
尼
日
]
…
…
山
有
崩
、
川
有
渇
、
日
月
星
辰
猶
差
、
民

無
不
有
過
。
賢
者
□
口
]
【
1
9
】

•
仲
弓
日
く
「
敢
え
て
問
う
、
政
を
為
す
は
何
を
か
先
と
す
」

う

や

ま

い

つ

く

し

仲
尼
[
日

v]
「
老
を
老
い
幼
を
慈
み
ヽ
有
司
を
先
に
し
ヽ

賢
オ
を
挙
げ
、
過
を
宥
し
罪
を
赦
せ
。
…
…
罪
、
政
の
始
め

な
り
」
仲
弓
日
く
「
夫
れ
老
を
老
い
幼
を
慈
し
む
が
若
き
は
、

お
し
え

既
に
命
を
聞
け
り
。
夫
れ
有
司
を
先
に
す
る
は
之
を
為
す
こ

と
如
何
せ
ん
」
仲
尼
日
く
「
夫
れ
民
の
旧
に
安
ん
じ
遷
を
重
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る
は
…
…
成
る
有
り
。
是
の
故
に
有
司
を
先
に
せ
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
な
り
」
仲
弓
日
「
薙
や
敏
な
ら
ず
、
賢
才
有
り
と
雖

も
、
挙
ぐ
る
を
知
る
弗
き
な
り
。
敢
え
て
問
う
、
オ
を
挙
ぐ

る
は
之
を
如
何
せ
ん
」
仲
尼
日
く
「
夫
れ
賢
オ
は
、
奔
う
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。
爾
の
知
る
所
を
挙
げ
よ
。
爾
の
知
ら
ざ
る

所
は
、
人
其
れ
諸
れ
を
舎
て
ん
や
」
仲
弓
日
く
「
過
を
宥
し

罪
を
赦
さ
ば
、
則
ち
民
は
灸
べ
し
…
…
」
[
仲
尼
日

v]
「…

…
山
崩
る
る
こ
と
有
り
、
川
渇
く
こ
と
有
り
、
日
月
星
辰
も

猶
お
差
わ
ば
、
民
に
過
有
ら
ざ
る
無
し
。
賢
者
□
…
…
」

•
仲
弓
が
っ
た
「
敢
え
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
が
、
政
治
を
行

う
に
は
何
を
優
先
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
仲
尼
が
お
答

え
に
な
っ
た
「
老
人
を
敬
い
幼
子
を
慈
し
み
、
役
人
に
率
先

さ
せ
、
才
能
の
す
ぐ
れ
た
者
を
ひ
き
た
て
、
過
失
を
大
目
に

見
て
罪
を
赦
す
よ
う
に
し
な
さ
い
。
…
…
罪
（
を
赦
す
こ
と

が
）
、
政
治
の
始
め
で
あ
る
」
仲
弓
が
言
っ
た
「
老
人
を
敬
い

幼
子
を
慈
し
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
お
し
え
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
役
人
に
率
先
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
仲
尼
が
お
答
え
に
な
っ
た
「
民
が
旧

習
に
安
住
し
て
改
革
を
重
荷
と
す
る
の
は
…
…
成
就
す
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
役
人
に
率
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
」
仲
弓
が
言
っ
た
「
菰
（
わ
た
く
し
）
は
鋭
敏
で
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
オ
能
の
す
ぐ
れ
た
者
が
い
た
と
し
て
も
、
ひ

き
た
て
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
敢
え
て
お
た
ず
ね
し
ま
す

が
、
人
材
を
ひ
き
た
て
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
」
仲
尼
が
お
答
え
に
な
っ
た
「
オ
能
の
す
ぐ
れ
た

者
は
、
覆
い
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
お
前
の
分
か
っ
た
者

を
ひ
き
た
て
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
お
前
の
分
か
ら
な
い
者

は
、
人
々
が
す
て
て
お
か
な
い
だ
ろ
う
」
仲
弓
が
言
っ
た
「
過

失
を
大
目
に
見
て
罪
を
赦
し
た
な
ら
ば
、
民
は
必
ず
灸
…
…
」

（
仲
尼
が
お
答
え
に
な
っ
た
）
「
山
も
崩
壊
す
る
こ
と
が
あ
り
、

川
も
渇
水
す
る
こ
と
が
あ
り
、
日
月
星
辰
で
す
ら
誤
差
を
生

じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
民
に
過
失
が
な
い
わ
け
が
な

い
。
賢
者
は
口
…
…
」

対
応
部
分
の
復
原
に
あ
た
っ
て
、
全
体
構
成
と
の
関
連
か
ら
注
目

さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
〈
李
釈
〉
の
見
解
で
あ
る
（
丸
括
弧
は
引

用
者
）
。此

簡
(
【

8
】
)
似
緊
接
上
簡
(
【
7
】
)
、
如
此
接
無
誤
、
該

簡
首
字
「
睾
」
（
罪
）
或
為
術
文
。

上
簡
所
言
四
條
、
孔
子
認
為
是
為
政
的
第
一
要
務
。
「
若
夫
老

老
慈
幼
、
既
聞
命
突
」
、
説
明
仲
弓
封
上
述
四
條
中
的
「
老
老

慈
幼
」
似
巳
理
解
、
本
簡
奥
下
幾
簡
主
要
是
仲
弓
向
孔
子
諮

詢
後
三
條
的
主
要
内
涵
。
《
論
語
》
中
跛
記
「
老
老
慈
幼
」
條
、

或
奥
此
有
闊
゜
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〈
李
釈
〉
の
推
定
に
従
い
、
【

7
】
の
簡
尾
と
【

8
】
簡
首
と
が

連
続
し
、
重
複
す
る
後
者
の
「
睾
」
（
罪
）
字
が
術
文
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
当
該
本
文
は
以
下
の
よ
う
に
復
原
さ
れ
る
。

仲
尼
日
、
老
老
慈
幼
、
先
有
司
、
攀
賢
オ
、
宥
過
赦
罪
、
政

之
始
也
。
仲
弓
日
、
若
夫
老
老
慈
幼
、
既
聞
命
突
。
夫
先
有

司
、
為
之
如
何
゜

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
掲
げ
た
「
老
老
慈
幼
」
「
先
有
司
」
「
泰

賢
オ
」
「
宥
過
赦
罪
」
の
四
条
の
う
ち
、
仲
弓
は
「
老
老
慈
幼
」
に

つ
い
て
は
す
で
に
教
え
を
う
け
て
い
た
た
め
、
両
者
の
問
答
は
実

際
に
は
「
先
有
司
」
以
下
の
三
条
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

〈
李
釈
〉
の
推
定
は
、
孔
子
が
四
条
を
提
示
す
る
『
中
弓
』
の
よ

う
な
説
話
が
先
行
し
て
存
在
し
、
そ
の
四
条
か
ら
直
接
問
答
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
「
老
老
慈
幼
」
を
削
除
し
て
『
論
語
』
の
よ

う
な
三
条
の
説
話
が
成
立
し
た
と
見
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
他
文
献
に
見
え
る
孔
子
と
弟
子
と
の
問
答
の
形
式
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
〈
李
釈
〉
の
見
解
に
は
必
ず
し
も
従
い
難
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
と
対
応

関
係
を
も
つ
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
（
注
1
)
0

子
夏
日
く
、
敢
え
て
問
う
、
何
を
か
五
至
と
謂
う
と
。
孔
子

日
く
、
五
至
か
、
志
の
至
る
所
は
、
詩
も
亦
た
至
り
、
詩
の

至
る
所
は
、
礼
も
亦
た
至
り
、
礼
の
至
る
所
は
、
楽
も
亦
た

至
り
、
楽
の
至
る
所
は
、
哀
も
亦
た
至
る
。
哀
楽
相
い
生
じ
、

君
子
以
て
正
す
。
此
れ
を
之
れ
五
至
と
謂
う
と
。
子
夏
日
く
、

五
至
は
、
既
に
之
を
聞
け
り
。
敢
え
て
問
う
、
何
を
か
三
無

と
謂
う
と
。

引
用
箇
所
は
、
子
夏
が
孔
子
に
『
詩
』
の
「
凱
弟
の
君
子
は
民

の
父
母
」
に
も
と
づ
き
「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
民
の
父
母
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
そ
の
要
件

と
し
て
孔
子
が
「
五
至
」
と
「
三
無
」
の
実
行
を
説
き
、
さ
ら
に

「
五
至
」
に
つ
い
て
の
問
答
の
後
、
子
夏
が
「
三
無
」
に
つ
い
て

質
問
す
る
場
面
で
あ
る
。

『
中
弓
』
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
の
質
問
に
対

す
る
孔
子
の
回
答
を
も
と
に
、
さ
ら
に
個
別
的
な
問
答
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
い
う
共
通
し
た
構
造
を
も
ち
、
し
か
も
「
五
至
」
の
問

い
に
対
す
る
孔
子
の
教
え
を
う
け
て
子
夏
が
新
た
に
「
三
無
」
の

問
い
を
提
起
す
る
際
に
「
五
至
は
、
既
に
之
を
聞
け
り
」
と
い
う

表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
答
の
形
式
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
夫
れ
老
を
老
い

幼
を
慈
し
む
が
若
き
は
、
既
に
命
を
聞
け
り
」
と
の
仲
弓
の
発
言

は
、
そ
の
直
前
に
存
在
し
た
「
老
老
慈
幼
」
に
つ
い
て
の
孔
子
の

教
え
を
受
け
て
次
の
「
先
有
司
」
の
問
い
を
導
く
た
め
に
発
せ
ら

れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
〈
李
釈
〉
の

推
定
と
は
異
な
り
、
【
7
】
と
【

8
】
と
は
接
合
せ
ず
、
そ
の
間
に

「
老
老
慈
幼
」
に
つ
い
て
の
孔
子
の
説
明
を
記
し
た
竹
簡
が
存
在
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し
、
第
八
簡
の
簡
首
の
「
睾
」
（
罪
）
字
は
術
文
で
は
な
い
と
見
る

の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
「
仲
弓
日
、
若
夫
老
老

慈
幼
、
既
聞
命
突
。
夫
先
有
司
、
為
之
如
何
」
の
直
前
に
「
…
…

罪
、
政
之
始
也
」
の
五
字
が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
「
政
之
始

也
」
は
、
対
応
部
分
の
冒
頭
「
仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
」
に

呼
応
す
る
言
葉
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
前
の
「
罪
」
字
は
「
宥
過
赦

罪
」
の
末
字
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
孔
子
は
「
老

老
慈
幼
、
先
有
司
、
拳
賢
オ
、
宥
過
赦
罪
、
政
之
始
也
」
と
四
条

を
再
度
提
示
し
、
仲
弓
の
第
一
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
結
ん
だ

と
理
解
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
「
政
之
始
也
」
で
結
ば
れ
た
孔
子
の

回
答
は
、
あ
く
ま
で
も
「
仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
」
と
の
最

初
の
質
問
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
老
老
慈
幼
」
に
つ
い
て
は
「
先

有
司
」
以
下
の
よ
う
な
個
別
的
な
質
問
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
、
「
仲
弓
日
、
若
夫
老
老
慈
幼
、
既
聞

命
突
。
夫
先
有
司
、
為
之
如
何
」
の
前
に
存
在
し
た
孔
子
の
回
答

ま、
T

―ヽ

•
「
仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
」
に
呼
応
す
る
。

•
「
老
老
慈
幼
」
に
つ
い
て
一
定
の
説
明
を
含
む
。

と
い
う
二
つ
の
要
素
を
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
こ
の
両
者
を
整
合
的
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
孔
子
の

「
孔
＝
」

【

1
】

【

6
】

【

11】
【

12】
【

15】
【

20
】

【

26】

前
章
に
お
い
て
『
中
弓
』
の
『
論
語
』
対
応
部
分
に
つ
い
て
復

原
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
に
『
論
語
』
対
応
部
分
と
他
の

部
分
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
『
論
語
』
対
応

部
分
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
竹
簡
と
、
そ
れ
以
外
の
竹
簡
と

を
二
つ
に
分
類
し
て
相
互
に
比
較
す
る
と
、
両
者
に
は
二
つ
の
表

記
上
の
相
違
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
は
、
孔
子
の
呼
称
に
つ
い
て
の
相
違
で
あ
る
。
『
中
弓
』

に
は
孔
子
の
呼
称
と
し
て
「
孔
＝
」
（
孔
子
）
と
「
中
尼
」
（
仲
尼
）

と
の
二
種
の
表
記
が
あ
り
、
竹
簡
別
の
分
布
は
以
下
の
通
り
で
あ

る。

『
論
語
』
対
応
部
分
の
特
異
性

回
答
は
「
老
老
慈
幼
、
先
有
司
、
學
賢
オ
、
宥
過
赦
罪
」
の
四
条

を
示
す
と
同
時
に
、
そ
の
第
一
に
位
置
付
け
ら
れ
た
「
老
老
慈
幼
」

に
つ
い
て
一
定
の
説
明
を
加
え
、
最
後
に
「
老
老
慈
幼
、
先
有
司
、

泉
賢
オ
、
宥
過
赦
罪
、
政
之
始
也
」
と
再
度
四
条
を
示
し
て
結
び

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
説

明
の
な
か
っ
た
「
先
有
司
、
攀
賢
オ
、
宥
過
赦
罪
」
の
三
条
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
質
問
と
回
答
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
構
成
に
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
附
簡
】

「
中
尼
」
…
・
:
【

8
】【

10
】【
28
】

「
中
尼
」
が
見
え
る
三
簡
の
う
ち
、
「
中
尼
」
二
字
の
み
を
残
存

す
る
【

28
】
を
除
き
、
【

8
】【

10
】
が
『
論
語
』
対
応
部
分
に
属

す
る
こ
と
は
そ
の
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
『
中
弓
』
に
お
け
る

孔
子
の
呼
称
に
は
、
『
論
語
』
対
応
部
分
は
「
中
尼
」
、
他
の
部
分

は
「
孔
＝
」
と
い
う
相
違
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
用
字
に
つ
い
て
見
る
と
、
孔
子
の
発
言
中
、
仲
弓
を
指
す

第
二
人
称
の
人
称
代
詞
に
は
「
女
」
（
汝
）
と
「
而
」
（
爾
）
と
の
二

字
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
分
布
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
女
」
…
…
【
3
】【
5
】【

6
】【
16
】【
21
】【
26
】
【
附
簡
】

「
而
」
…
…
【
10
】
（
二
例
）

そ
し
て
こ
れ
を
先
の
分
析
結
果
と
合
わ
せ
る
と
、
両
者
の
間
に

は
以
下
の
よ
う
な
呼
称
・
用
字
の
関
係
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

「
孔
＿
＿
」
「
女
」

1
1

他
の
部
分

「
中
尼
」
「
而
」

1
1

『
論
語
』
対
応
部
分

こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、
【

5
】
の
「
仲
弓
日
、

敢
問
、
為
政
何
先
」
か
ら
は
じ
ま
る
『
論
語
』
対
応
部
分
の
直
前

に
も
第
二
人
称
の
人
称
代
詞
と
見
な
さ
れ
る
「
女
」
が
認
め
ら
れ

る
点
で
あ
る
。

前
章
の
釈
文
で
は
、
『
論
語
』
対
応
部
分
の
み
を
提
示
す
る
意
図

か
ら
【

5
】
の
「
仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
」
以
前
の
文
字
を

割
愛
し
た
た
め
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
【

5
】
全
体
の
釈
文
を
提

示
し
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
〈
李
釈
〉
を
掲
げ

る。

己
行
翌
（
突
）
、
為
之
宗
恩
（
謀
）
女
（
汝
）
。
」
中
（
仲
）
弓
日
、
「
敢

昏
（
問
）
為
正
（
政
）
可
（
何
）
先
？
」

こ
の
〈
李
釈
〉
に
対
し
て
〈
陳
釈
〉
は
、

以
行
突
、
為
之
／
宗
思
女
。
」
仲
弓
日
、
「
敢
問
為
政
何
先
？
・

図

と
釈
し
、
注
[
5
]
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
疑
点
を
提
起
し
て
い

る。

此
簡
由
雨
断
簡
排
合
、
上
段
到
「
之
」
字
、
下
段
起
自
「
宗
」

字
。
但
連
接
慮
「
為
之
宗
恩
女
」
文
意
不
清
楚
、
故
其
排
合

恐
尚
有
疑
問
。
今
暫
連
窟
、
在
断
慮
以
「
／
」
琥
標
記
。

問
題
の
「
女
」
字
は
下
段
の
「
仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
」

と
同
一
簡
の
部
分
に
見
え
、
『
中
弓
』
全
体
が
孔
子
と
仲
弓
と
の
問

答
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
孔
子
の
発
言

末
尾
の
語
で
あ
る
点
は
動
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
〈
陳
釈
〉
が
指

摘
す
る
綴
合
の
問
題
は
、
こ
の
「
女
」
字
を
第
二
人
称
の
人
称
代

詞
と
認
め
得
る
か
と
い
う
点
に
関
わ
っ
て
く
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
【
5
】
の
上
段
と
下
段

の
残
簡
の
接
合
部
の
凹
凸
の
形
が
符
合
し
、
字
間
も
ほ
ぼ
同
一
と
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な
っ
て
お
り
、
〈
李
釈
〉
の
綴
合
に
は
形
式
面
か
ら
定
の
妥
当
性

が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
釈
読
の
面
で
も
「
慇
」
を
「
謀
」

と
釈
す
る
例
は
郭
店
楚
簡
に
多
見
さ
れ
、
〈
李
釈
〉
の
「
総
之
宗
恩

（
謀
）
女
（
汝
）
」
に
従
っ
て
「
之
が
為
に
汝
に
謀
る
を
宗
ぶ
」
と
読

み
、
季
氏
や
部
下
の
信
頼
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
孔
子
が
仲
弓

に
与
え
た
教
え
の
末
部
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
可
能
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
慎
重
を
期
し
て
「
仲
弓
日
、
敢
問
、
薦
政
何
先
」
と
同

一
の
簡
で
あ
る
直
前
の
三
字
「
宗
恩
女
」
に
限
定
し
た
ば
あ
い
に

お
い
て
も
、
『
中
弓
』
全
体
に
見
え
る
七
例
の
「
女
」
字
の
う
ち
【
5
】

を
除
く
六
例
の
す
べ
て
が
第
二
人
称
の
人
称
代
詞
「
汝
」
の
意
味

と
し
て
用
い
ら
れ
、
し
か
も
す
べ
て
が
孔
子
の
発
言
に
属
す
る
と

見
な
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
【

5
】
の
一
例
も
同
様
に

第
二
人
称
の
人
称
代
詞
「
汝
」
で
あ
る
蓋
然
性
は
き
わ
め
て
高
い

と
判
断
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
「
仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
」
の
直

前
に
位
置
す
る
孔
子
の
発
言
に
も
他
の
部
分
と
同
じ
「
女
」
が
認

め
ら
れ
、
『
論
語
』
対
応
部
分
の
「
而
」
と
用
字
を
異
に
す
る
こ
と

か
ら
、
『
論
語
』
対
応
分
と
他
の
部
分
と
の
表
記
上
の
相
違
が
よ
り

明
瞭
に
把
握
さ
れ
る
。

本
章
で
は
、
『
論
語
』
対
応
部
分
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
竹

簡
と
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
属
す
る
竹
簡
と
を
二
つ
に
分
類
し
て

『
論
語
』
と
『
論
語
』
対
応
部
分
と
の
比
較

相
互
に
比
較
し
、
両
者
の
間
に
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
ー
論
語
』
対
応
部
分
が
そ
れ

以
外
の
部
分
と
は
来
源
の
異
な
る
資
料
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
中
弓
』
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る

上
に
―
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
章
で
は
前
章
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
『
論
語
』
と
『
論
語
』

対
応
部
分
と
の
比
較
を
試
み
る
。
は
じ
め
に
両
者
を
対
照
し
て
対

応
関
係
を
示
す
（
次
頁
参
照
）
。

両
者
の
最
大
の
相
違
は
、
『
論
語
』
の
「
先
有
司
、
赦
小
過
、
學

賢
オ
」
の
三
条
に
対
し
て
、
『
中
弓
』
で
は
「
老
老
慈
幼
、
先
有
司
、

學
賢
オ
、
宥
過
赦
罪
」
の
四
条
が
提
示
さ
れ
、
『
論
語
』
に
な
い
「
老

老
慈
幼
」
が
冒
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
相

違
は
、
『
論
語
』
と
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
『
中
弓
』
の
性
格
を
理

解
す
る
上
に
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

以
下
に
こ
の
問
題
を
中
心
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
考
察
の
前
提
と
し
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
『
論
語
』

子
路
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
と
『
中
弓
』
の
対
応
部
分
と
の
先

後
関
係
で
あ
る
（
注
2
)
。
現
行
『
論
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
も
と

よ
り
複
雑
な
経
路
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
現
行
『
論
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語
』
と
『
中
弓
』
と
の
直
接
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
現
行
『
論
語
』
成
立
の
問
題
は
措
く
と

し
て
も
、
ご
く
大
ま
か
な
道
筋
と
し
て
、
『
中
弓
』
の
よ
う
な
一
問

一
答
に
よ
っ
て
平
易
に
教
え
を
説
く
繁
多
な
内
容
•
構
成
を
も
っ

た
説
話
を
節
略
し
て
、
『
論
語
』
の
よ
う
な
簡
素
な
内
容
•
構
成
を

も
っ
た
説
話
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
展
開
は
想
定
し
難
く
、
逆
に

『
論
語
』
の
よ
う
な
説
話
を
敷
術
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
、
翠
爾
所
知
、
爾
所
不
知

人
其
舎
諸
。

日
、
焉
知
賢
才
而
暴
之
。

仲
弓
為
季
氏
宰
、
問
政
°

子
日
、
先
有
司
、
赦
小
過
、

翠
賢
オ
。 『

論
語
』
子
路
篇

仲
弓
日
、
敢
問
、
為
政
何
先
。

仲
尼
日
、
老
老
慈
幼
、
先
有
司
、
翠
賢
オ
、

宥
過
赦
罪
。
…
…
罪
、
政
之
始
也
。

仲
弓
日
、
若
夫
老
老
慈
幼
、
既
聞
命
突
。

夫
先
有
司
、
為
之
如
何
。

仲
尼
日
、
夫
民
安
薔
而
重
遷
·
…
•
•
有
成
。

是
故
有
司
不
可
不
先
也
。

仲
弓
日
、
薙
也
不
敏
、
雖
有
賢
オ
、
弗

知
翠
也
。
敢
問
、
翠
オ
如
之
何
。

仲
尼
日
、
夫
賢
才
不
可
奔
也
。
翠
爾
所
知
、

爾
所
不
知
、
人
其
舎
之
諸
゜

9
・

仲
弓
日
、
宥
過
赦
罪
、
則
民
可
灸
…
…

[
仲
尼
日
]
…
•
•
•
山
有
崩
、
川
有
渇
、
日
月

星
辰
猶
差
、
民
無
不
有
過
。
賢
者
□
…
…

『
中
弓
』

の
よ
う
な
説
話
が
成
立
し
た
と
の
推
測
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
管
子
』
巻
十
八
、
入
国
に
見
え
る

以
下
の
記
述
で
あ
る
。

九
恵
の
教
え
を
行
う
。
一
に
日
＜
老
を
老
う
。
二
に
日
く
幼

め
ぐ

を
慈
し
む
。
三
に
日
＜
孤
を
伽
む
。
四
に
日
＜
疾
を
養
う
。

五
に
日
く
独
を
合
す
。
六
に
曰
く
病
を
問
う
。
七
に
日
＜
窮

す
く

を
通
ず
。
八
に
日
く
困
を
振
う
。
九
に
日
＜
絶
を
接
ぐ
。

こ
れ
は
、
君
主
が
国
都
を
定
め
て
そ
の
地
に
入
る
と
き
、
人
民

に
対
し
て
ま
ず
最
初
に
行
う
べ
き
九
項
目
の
福
祉
政
策
（
「
九
恵
之

教
」
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
一
に
「
老
老
」
、
第
二
に

「
慈
幼
」
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
「
九
恵
之
教
」
は
「
老
老
」

「
慈
幼
」
「
憔
孤
」
「
養
疾
」
「
合
獨
」
「
問
病
」
「
通
窮
」
「
振
困
」

「
接
絶
」
と
す
べ
て
が
同
一
構
文
の
二
字
か
ら
な
り
、
相
互
に
緊

密
な
関
連
を
も
つ
。
ま
た
類
似
の
語
は
、
『
孟
子
』
告
子
下
に
引
く
、

葵
丘
の
会
に
お
け
る
盟
約
の
第
三
条
に
、

三
命
に
日
く
、
老
を
敬
い
幼
を
慈
し
み
、
賓
旅
を
忘
る
る
こ

と
無
か
れ
。

と
見
え
、
こ
の
語
が
か
な
り
古
い
来
歴
を
も
つ
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
老
老
慈
幼
」
に
は
、

も
と
も
と
政
策
的
な
条
項
中
の
用
語
で
あ
っ
た
形
跡
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

(161) 



こ
れ
に
対
し
て
「
老
老
慈
幼
」
と
「
先
有
司
、
暴
賢
オ
、
宥
過

赦
罪
」
の
三
条
と
の
間
に
は
緊
密
な
関
係
性
を
認
め
難
い
こ
と
か

ら
、
『
中
弓
』
の
説
話
の
原
形
は
孔
子
が
三
条
を
提
示
す
る
『
論
語
』

の
よ
う
な
構
成
で
あ
り
、
「
老
老
慈
幼
」
は
後
に
付
加
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
（
注
3
)
0

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
老
老
慈
幼
」
が
付
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

対
応
部
分
に
お
け
る
以
下
の
孔
子
の
発
言
で
あ
る
。

①
仲
尼
日
「
夫
れ
民
の
旧
に
安
ん
じ
遷
を
重
る
は
…
…
成
る
有

り
。
是
の
故
に
有
司
を
先
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」

②
仲
弓
日
く
「
過
を
宥
し
罪
を
赦
さ
ば
、
則
ち
民
は
灸
べ
し
…

：
·
」
[
仲
尼
日]
7
:
•
•山
崩
る
る
こ
と
有
り
、
川
渇
く
こ
と

有
り
、
日
月
星
辰
も
猶
お
差
わ
ば
、
民
に
過
あ
ら
ざ
る
無
し
。

賢
者
□
…
…
」

い
ず
れ
も
映
損
を
含
ん
で
把
握
し
難
い
部
分
も
あ
る
が
、
①
は

民
を
統
治
・
教
化
す
る
た
め
に
ま
ず
役
人
に
率
先
し
て
や
ら
せ
る

こ
と
、
②
は
過
失
は
誰
に
で
も
あ
る
か
ら
、
民
の
過
失
に
対
し
て

寛
容
に
対
処
す
る
こ
と
を
説
く
内
容
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

し
か
も
②
の
仲
弓
の
発
言
か
ら
「
宥
過
赦
罪
」
の
対
象
が
「
民
」

で
あ
る
こ
と
を
仲
弓
自
身
が
す
で
に
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
こ
の
一
連
の
問
答
は
民
の
統
治
・
教
化
を
主
題
と
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
論
語
』
の
注
釈
書
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
子
路

篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
の
従
来
の
解
釈
の
多
く
は
、
『
中
弓
』
に

お
け
る
孔
子
の
言
説
と
は
か
な
り
意
味
合
い
を
異
に
す
る
こ
と
に

気
付
く
。
こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず
代
表
的
な
注
釈
書
の
中
か
ら
、

何
晏
『
論
語
集
解
』
と
朱
喜
~
『
論
語
集
注
』
の
「
先
有
司
」
に
関

す
る
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

『
論
語
集
解
』

王
粛
日
く
、
政
を
為
す
に
は
当
に
先
ず
有
司
に
任
じ
、
而
る

後
に
其
の
事
を
責
む
べ
き
を
言
う
、
と
。

『
論
語
集
注
』

有
司
は
衆
職
な
り
。
宰
は
衆
職
を
兼
ぬ
。
然
れ
ば
事
は
必
ず

之
を
彼
に
先
ん
じ
、
而
る
後
に
其
の
成
功
を
考
う
れ
ば
、
則

ち
己
は
労
せ
ず
し
て
而
し
て
事
は
畢
く
挙
ぐ
。

『
集
解
』
が
引
く
王
粛
注
は
「
先
有
司
」
を
、
政
治
を
行
う
に

は
ま
ず
役
人
に
任
せ
て
、
後
で
そ
の
つ
と
め
を
責
め
る
べ
き
で
あ

る
と
の
意
味
に
解
釈
し
、
同
様
に
『
集
注
』
も
宰
は
多
く
の
役
職

を
束
ね
る
立
場
に
あ
る
の
で
、
必
ず
役
人
た
ち
に
先
に
や
ら
せ
て

み
て
、
そ
の
後
で
成
果
を
考
え
る
と
の
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
従
う
な
ら
ば
、
「
先
有
司
」
に
続
く
「
赦

小
過
」
「
暴
賢
オ
」
は
、
役
人
た
ち
を
統
率
す
る
宰
が
彼
ら
に
対
し

て
と
る
べ
き
方
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
民
の
統
治
・
教
化
を
主
題
と
す
る
『
中
弓
』
に
対
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し
て
、
従
来
の
注
釈
書
の
大
部
分
は
、
『
論
語
』
の
主
題
を
宰
と
し

て
の
実
際
的
な
方
策
と
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
十
分
認
識

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
論
語
』
の
原
義
に
つ
い
て

客
観
的
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
原
義
と
の
関
係
は
問
わ
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も

先
に
見
た
二
つ
の
解
釈
の
並
立
は
、
『
論
語
』
の
よ
う
な
内
容
•
構

成
の
ま
ま
で
は
、
『
中
弓
』
が
意
図
す
る
民
の
統
治
・
教
化
の
主
題

を
明
瞭
に
提
示
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
老
老
慈
幼
」
が
冒
頭

に
付
加
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
以
下
の
ご
と
く
推
測

す
る
こ
と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
老
老
慈
幼
」
を

冒
頭
に
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
三
条
の
性
格
を
規

定
し
、
以
下
に
展
開
さ
れ
る
問
答
の
主
題
が
民
の
統
治
・
教
化
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
明
確
に
提
示
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
仲
弓
と
の
一
問
一
答
に
よ
り
、
孔
子
自
ら
が
「
先

有
司
」
以
下
の
各
条
の
意
味
内
容
を
平
易
に
解
説
す
る
と
い
う
構

成
上
の
改
変
も
、
お
そ
ら
く
同
じ
一
連
の
作
業
と
し
て
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
『
中
弓
』
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
改
変
を

加
え
て
ま
で
、
民
の
統
治
・
教
化
と
い
う
主
題
の
明
確
化
を
図
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
全
体
的
な
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

す
で
に
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
『
中
弓
』
の
残
存
二
十
八
簡

の
う
ち
二
十
五
簡
は
残
簡
で
あ
り
、
大
部
分
の
排
列
が
不
明
で
あ

る
た
め
、
そ
の
全
体
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
‘
―
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
以
下
の
部
分
に
注
目
し
て

み
た
い
。季

桓
子
、
使
仲
弓
為
宰
。
仲
弓
以
告
孔
子
日
、
季
氏

IZl
【
1
】

図
使
苑
也
従
於
宰
夫
之
後
。
菰
也
童
【

4
】
愚
恐
胎
吾
子
羞
゜

願
因
吾
子
而
治
。
孔
子
日
、
薙
‘
閾
lIZl
【
2
6
】
（
注
4

）

・
季
桓
仲
弓
を
し
て
宰
と
為
さ
し
む
。
仲
弓
以
て
孔
子
に

告
げ
て
日
く
「
季
氏
：
：
’
,
薙
を
し
て
宰
夫
の
後
に
従
わ
し
む
。

は

ず

か

し

め

の

こ

薙
や
童
愚
な
れ
ば
吾
子
に
羞
を
胎
す
こ
と
を
恐
る
。
願
わ

く
ば
吾
子
に
因
り
て
治
め
ん
」
孔
子
日
く
「
廂
、
汝
…
・
:
」

こ
れ
は
、
季
桓
子
の
宰
と
な
っ
た
仲
弓
が
、
孔
子
に
政
治
に
つ

い
て
の
助
言
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
一
連
の
問
答

の
場
面
設
定
と
し
て
の
機
能
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
【

1
】
の

竹
簡
は
上
端
が
完
存
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
『
中
弓
』
の
冒

頭
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
部
分
は
、
ち
ょ
う
ど
先
に
検
討
し
た
『
論
語
』
子
路
篇
「
仲

四

『
中
弓
』
の
編
述
意
図
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弓
為
季
氏
宰
」
の
冒
頭
「
仲
弓
、
季
氏
の
宰
と
為
り
て
、
政
を

問
う
」
を
敷
術
し
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
『
論
語
』
に
比

べ
て
は
る
か
に
入
念
な
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
「
願
わ
く
ば
吾
子

に
因
り
て
治
め
ん
」
と
の
仲
弓
の
発
言
は
、
季
氏
の
宰
と
し
て
の

仲
弓
の
政
治
が
、
孔
子
の
意
を
う
け
て
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
明
言

し
た
も
の
で
あ
り
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
季
氏
の
宰
と
し
て
の
仲

弓
は
、
政
治
に
関
す
る
孔
子
の
発
言
を
引
き
出
す
装
置
と
し
て
機

能
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
『
中
弓
』
の
冒
頭
部
分
を
こ
の
よ
う
に

理
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
後
に
展
開
さ
れ
る
孔
子
と
仲
弓
と
の

問
答
は
、
言
わ
ば
政
治
論
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
中
弓
』
の
残
簡
を
分
析
し
て
み
る
と
、

『
論
語
』
対
応
部
分
に
認
め
ら
れ
た
民
の
統
治
・
教
化
に
か
か
わ

る
言
説
が
、
他
の
残
簡
に
も
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に

気
付
く
。
『
論
語
』
対
応
部
分
以
外
に
見
え
る
「
民
」
字
を
含
む
竹

簡
を
綴
合
部
分
も
あ
わ
せ
て
掲
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

AIZl仲
弓
日
、
敢
【

27
】
問
民
務
。
孔
子
日
、
善
哉
、
問
乎
足

以
教
突
。
君
□
]
【
1
5
】
（
注
5

）

•
…
…
仲
弓
日
く
「
敢
え
て
民
の
務
め
を
問
う
」
孔
子
日
く
「
善

き
か
な
、
以
て
教
う
る
に
足
る
を
問
え
り
。
君
…
…

•
…
•
•
•
上
下
相
報
ゆ
る
に
忠
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
民
は
歓
び

て
教
を
承
け
、
口
を
害
す
る
者
は
不
…
…

A
の
仲
弓
の
質
問
は
、
民
の
要
務
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
て
孔
子
は
、
教
え
る
意
義
の
あ
る
よ
い
質
問
だ
と
ほ
め
て
い

る
。
ま
た
、

B
の
仲
弓
の
質
問
は
、
民
を
導
き
徳
を
興
す
方
法
に

つ
い
て
で
あ
り
、
孔
子
の
回
答
の
部
分
は
映
損
に
よ
っ
て
把
握
し

難
い
も
の
の
、
A
と
同
様
『
中
弓
』
に
お
い
て
民
の
統
治
が
重
要

課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
孔
子

の
発
言
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る

C
に
は
、
前
後
の
文
脈
は
不
明
な

が
ら
、
「
忠
」
の
実
践
が
民
の
教
化
に
結
び
付
く
と
の
言
説
を
見
い

c□
上
下
相
報
以
忠
、
則
民
敬
承
教
、
害
□
者
不
□
]
【
2
2
】

B
臼
刑
政
不
緩
、
徳
教
不
倦
。
仲
弓
日
、
若
此
三
【

17
】
者
、

既
聞
命
突
。
敢
問
、
道
民
興
徳
如
何
。
孔
子
日
、
申
之

m]【
11
】

□
服
之
、
緩
施
而
遜
力
之
。
唯
有
孝
徳
、
其
【
1
3
】
韮
6
)

•
…
…
刑
政
は
緩
め
ず
、
徳
教
は
倦
ま
ず
」
仲
弓
日
く
「
此
の

お

し

え

み

ち

び

三
者
の
若
き
は
、
既
に
命
を
聞
け
り
。
敢
え
て
問
う
、
民
を
道

の

き
徳
を
興
す
は
如
何
せ
ん
」
孔
子
日
く
「
之
を
申
べ
、
…
…

之
を
服
し
、
緩
や
か
に
施
し
て
之
を
遜
力
す
。
唯
だ
孝
徳
有

り
て
、
其
…
…
」
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だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
民
の
統
治
・
教
化
と
い
う
主

題
は
『
論
語
』
対
応
部
分
の
み
な
ら
ず
『
中
弓
』
全
体
に
お
け
る

中
心
的
な
主
題
の
―
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ

る
（
注
7
)
0

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
中
弓
』
が
『
論
語
』
の

よ
う
な
三
条
の
説
話
に
改
変
を
加
え
て
民
の
統
治
・
教
化
と
い
う

主
題
を
明
示
し
た
理
由
は
、
『
中
弓
』
と
い
う
篇
全
体
の
政
治
論
と

し
て
の
統
一
性
を
強
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。魯

国
の
有
力
大
夫
で
あ
る
季
桓
子
の
宰
と
な
っ
た
仲
弓
に
孔
子

が
政
治
上
の
助
言
を
与
え
る
と
い
う
『
中
弓
』
の
構
成
は
、
孔
子

が
仲
弓
を
介
し
て
季
氏
ひ
い
て
は
魯
国
の
国
政
に
参
与
す
る
と
い

う
図
式
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
自
ら
国

政
に
参
与
し
理
想
的
な
統
治
を
行
お
う
と
し
て
失
敗
に
終
わ
っ
た

孔
子
の
願
望
を
、
仲
弓
と
の
問
答
と
い
う
形
で
実
現
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
説
話
の
創
出
は
、
孔
子
の
権
威
を
高
め
儒

家
を
隆
盛
に
導
く
た
め
に
後
学
た
ち
が
編
み
出
し
た
手
だ
て
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
論
語
』
対
応
部
分
が
ど
の
段
階
で
『
中
弓
』
の
よ
う
な
内
容
・

構
成
を
も
つ
説
話
に
変
容
し
た
か
は
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
問

題
で
あ
る
が
、
上
述
し
た
主
題
の
共
通
性
と
い
う
点
か
ら
推
測
し

て
、
『
中
弓
』
編
述
の
際
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
表
記
上
の

相
違
に
注
目
す
れ
ば
、
上
博
楚
簡
『
中
弓
』
の
書
写
時
期
は
、
『
論

語
』
対
応
部
分
の
組
み
込
み
か
ら
あ
ま
り
遠
く
隔
た
ら
な
い
、
転

写
に
よ
る
表
記
の
改
変
を
生
ず
る
以
前
の
段
階
に
相
当
す
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
上
博
楚
簡
『
中
弓
』
に
つ
い
て
『
論
語
』
対
応
部

分
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。
最
後
に
、
今
後
の
研
究
の
見
通
し

を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
上
博
楚
簡
の
う
ち
、
孔
子
と
弟
子
と

の
問
答
か
ら
な
る
文
献
に
は
『
中
弓
』
の
他
に
『
民
之
父
母
』
『
子

恙
』
『
魯
邦
大
旱
』
が
あ
る
。
ま
た
事
前
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
次
回

刊
行
の
第
四
分
冊
に
収
録
さ
れ
る
『
相
邦
之
道
』
に
は
『
魯
邦
大

旱
』
と
同
じ
く
孔
子
と
子
貢
と
の
問
答
が
見
え
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
公
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
顔
淵
』
『
子
路
』
も
そ
の
篇
名
か

ら
推
し
て
孔
子
と
の
問
答
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な

侠
書
の
発
見
に
よ
っ
て
、
戦
国
期
に
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ

た
大
量
の
孔
子
と
弟
子
と
の
問
答
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
弟
子
ご

と
に
言
わ
ば
別
集
の
よ
う
な
形
で
編
纂
さ
れ
て
い
た
状
況
が
徐
々

に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
個
々
の
弟
子

結
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の
身
分
や
個
性
に
応
じ
た
内
容
・
性
格
を
も
ち
、
全
体
と
し
て
多

様
な
説
話
群
を
形
成
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
祖

型
の
―
つ
が
、
お
そ
ら
く
現
行
の
『
論
語
』
に
繋
が
る
原
初
的
な

説
話
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
韓
非
子
』
顕
学
篇
に
は
「
世
の
顕
学
は
儒
・
墨
な
り
」
と
あ

り
、
孔
子
の
死
後
に
有
力
な
弟
子
た
ち
が
八
派
に
分
か
れ
、
儒
家

が
隆
盛
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
博
楚
簡
に
見
ら
れ
る
孔

門
弟
子
の
問
答
集
の
編
纂
も
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
儒
家
の
分
派
・

隆
盛
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
中
弓
』
に
お
け

る
説
話
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
本
稿
は
、
説
話
の
解
析

を
通
し
て
戦
国
期
に
お
け
る
儒
家
思
想
の
変
遷
を
明
ら
か
に
せ
ん

と
す
る
試
み
の
環
で
あ
る
。

(
1
)
引
用
は
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）
に
よ
る
。

(
2
)

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
最
古
の
『
論
語
』
は
、
一
九
七
三
年
に
河

北
省
定
州
八
角
廊
四
十
号
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
定
州
漢
墓
竹
簡
『
論

語
』
で
あ
り
、
墓
主
で
あ
る
劉
脩
の
卒
年
と
の
関
係
か
ら
宣
帝
の
五

鳳
三
年
（
前
五
五
）
以
前
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
字
数
に
し

注

て
現
行
本
の
約
半
分
が
残
存
し
、
通
用
字
や
助
字
の
有
無
な
ど
の
細

部
の
異
同
を
除
け
ば
基
本
的
に
現
行
の
本
文
と
合
致
し
て
い
る
。
子

路
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
の
残
存
状
況
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
『
定
州
漢
墓
竹
簡
論
語
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
。

…
…
為
季
氏
口
、
問
正
。
子
戸
二
…
…
焉
知
賢
財
而
翠
之
、
日
、
翠

璽
所
知
、
璽
所
不
知
、
人
其
舎
□
三
二
三

こ
う
し
た
状
況
は
、
現
行
『
論
語
』
に
対
応
す
る
『
論
語
』
の
テ
キ

ス
ト
が
西
漢
期
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の

成
立
は
戦
国
期
に
潮
る
と
推
測
さ
れ
る
。

(
3
)

こ
れ
に
従
え
ば
、
『
論
語
』
と
『
中
弓
』
と
に
見
え
る
「
赦
小
過
」

と
「
翠
賢
オ
」
と
の
順
序
の
入
れ
替
え
や
「
赦
小
過
」
と
「
宥
過
赦

罪
」
と
の
文
字
の
異
同
も
、
冒
頭
に
「
老
老
慈
幼
」
を
付
加
し
た
た

め
の
調
整
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。

(
4
)

【
4
】【

26
】
の
綴
合
は
、
李
鋭
「
清
華
大
学
簡
吊
講
読
班
第
三
十

二
次
研
討
会
綜
述
」
（
「
孔
子
2
0
0
0

」
網
姑
、
二

0
0
四
年
四
月
十
五

日
）
に
見
え
る
李
学
勤
氏
の
見
解
に
従
う
。
【
4
】
は
、
そ
の
内
容
か

ら
【

1
】
の
仲
弓
の
発
言
の
続
き
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
私
見

に
よ
り
綴
合
を
試
み
た
。

(
5
)

【
27
】【
15
】
の
綴
合
は
〈
陳
釈
〉
に
従
う
。

(
6
)
【
17
】【
11
】【
13
】
の
綴
合
は
〈
陳
釈
〉
に
従
う
。
た
だ
し
〈
陳
釈
〉

は
【
11
】
と
【
13
】
と
を
直
接
す
る
が
、
【

11
】
を
上
段
【
13
】
を
下

段
と
し
て
整
簡
を
復
原
し
た
場
合
、
字
数
は
三
十
字
で
一
簡
三
十
四
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字

S
三
十
七
字
と
い
う
容
字
数
を
若
干
下
回
る
た
め
、
【
11
】
と
【
1
3
】

と
の
間
に
な
お
数
字
の
映
失
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
7
)
『
中
弓
』
に
は
こ
の
他
に
、
「
祭
」
「
喪
」
「
行
」
の
重
要
性
を
説
く

孔
子
の
発
言
(
【
6
】
【

2
3
B
】【

2
3
A
】
)
や
仲
弓
の
「
今
之
君
子
」

批
判
(
【
2
0
】
【
2
5
】
)
な
ど
が
見
ら
れ
、
全
体
と
し
て
君
主
の
統
治
論

的
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
今
之
君
子
」
批
判
は
、
例
え
ば
『
礼

記
』
哀
公
問
篇
に
、

孔
子
日
く
、
丘
之
を
聞
く
。
…
…
昔
の
君
子
の
礼
を
行
う
者
は
此

の
如
し
と
。
公
日
く
、
今
の
君
子
は
、
胡
ぞ
之
を
行
う
莫
き
や
と
。

孔
子
日
く
、
今
の
君
子
は
、
実
を
好
み
て
厭
く
こ
と
無
く
、
淫
徳

あ
り
て
倦
ま
ず
、
荒
怠
・
敷
慢
に
し
て
、
固
よ
り
民
を
し
て
是
れ

さ

か

ら

か

な

尽
き
し
め
、
其
の
衆
に
午
い
て
、
以
て
有
道
を
伐
ち
、
欲
に
当

う
を
得
ん
こ
と
を
求
め
て
、
其
の
所
を
以
て
せ
ず
。
昔
の
民
を
用

う
る
者
は
前
に
由
り
、
今
の
民
を
用
う
る
者
は
後
に
由
る
。
今
の

君
子
は
、
礼
を
為
す
こ
と
莫
き
な
り
と
。

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
哀
公
問
篇
に
は
「
公
日
く
、
敢
え
て
問
う
、

何
を
か
政
を
為
す
と
謂
う
と
。
孔
子
対
え
て
日
く
、
政
と
は
正
な
り
」

や
「
孔
子
遂
に
言
い
て
日
く
、
昔
三
代
明
王
の
政
は
、
必
ず
其
の
妻

子
を
敬
す
る
や
道
あ
り
」
な
ど
、
『
中
弓
』
の
【
附
簡
】
や
【
1
8
】
と

類
似
す
る
表
現
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
『
中
弓
』
の

も
つ
統
治
論
的
性
格
と
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
な
く
、
民
の
統
治
・

教
化
と
い
う
主
題
は
そ
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(
C
)

「
戦
国
秦
漢
筆
記
文
字
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
り
、
六
月
五
日
に
大
阪
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

第
二
十
一
回
戦
国
楚
簡
研
究
会
に
お
け
る
筆
者
の
発
表
「
上
海

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
中
弓
』
釈
文
・
『
中
弓
』
と
『
論
語
』

子
路
篇
と
の
対
応
に
つ
い
て
」
に
も
と
づ
く
。
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